勇気は伝染する
ピリピ人への手紙 1:12-14
¹² 愛する皆さん。このことを、わきまえていてほしいのです。ここで私の身に起こったことはすべて、キリストについての福音を広めるのに、たいへん役立っているという事実をです。 ¹³ 周囲の人たちはみな、兵営の兵士に至るまで、私が、ただクリスチャンであるというだけの理由で投獄されていることを知っています。 ¹⁴ また私を見て、ここにいる多くのクリスチャンは、投獄など恐れなくなりました。彼らは耐え忍んでいる私の姿に勇気づけられ、ますます大胆に、キリストのことを人々に語るようになったのです。
- ピリピ人への手紙 1:12-14
一見すると、これは矛盾しているように思われます。通常、指導者が逮捕されたり罰を受けたりすると、従う者たちは口を閉ざし、恐れ、あるいは身を隠すようになります。しかし、ここではその反対のことが起こります。信者たちはますます大胆になります。なぜでしょうか。
苦難は福音の弱さではなく、その力を明らかにした
パウロの投獄は彼を沈黙させなかった。それどころか、彼のメッセージをさらに広めた。ローマの獄中制度の中でさえ、説教を続け、人々を回心させ続けたことによって（親衛隊も福音を聞いていた！）、パウロは福音を鎖につなぐことはできないと示した（テモテへの手紙第二 2:9参照）。この生きた証しは、伝染するような効果をもたらした。信者たちは、福音の力が安楽や自由に依存するのではなく、確信と神の真理に依存していることを見た。福音が地下牢の中で栄えることができるなら、市場や会堂でも確実に生き残ることができる。
信仰の現実性は苦難の中で証明された
自分が信じていることのために、喜びをもって苦しむ人を見ることには、深い確証を与えるものがあります。パウロの態度は、彼の投獄を、キリストが現実であることの証拠へと変えました。聖徒たちは彼のうちに、ステパノやペテロ、その他の人々に見られたのと同じ勇気と喜びを見ました。そして、この真の信仰の確証が、彼らの決意を強めました。彼の苦しみは、最悪の状況においてさえ、信仰が働くことを証明しました。
彼の勇気は「勝つ」ことの意味を再定義した
ローマ社会において、投獄は敗北と恥を象徴していました。しかしパウロは、その現実を再定義しました――彼の鎖は、キリストに仕える者としての名誉のしるしだったのです。信者たちは、神が一見すると損失に見えるものを勝利へと変えることがおできになると知り、迫害は神の不在を意味するのではなく、神の臨在を意味するのだと悟りました。その価値観の逆転は、彼らを同じような危険を冒すよう大胆にしました。キリストのために苦しむことは、実際にはキリストとの交わりであると知っていたからです（ピリピ人への手紙 3:10）。
模範の力
恐れは伝染します――しかし、勇気も同じです。鎖につながれながらも、パウロが示した平静さ、忍耐、そして宣教を続ける姿勢は、模倣を促しました。ある意味で、彼の信仰が彼らの信仰を認可したのです。一人の信者が堅く立つとき、他の人々も同じようにする勇気を見いだします。これは、後のキリスト教史に見られるのと同じ原則です。殉教者たちの血が教会の種となりました。勇気は勇気を生み出します。
自己防衛からキリストの前進へ
パウロの模範は、信者たちの焦点を変えました。自分たちに何が起こるかを心配する代わりに、彼らはより大きな視点、すなわち福音に何が起こり得るかを見始めました。信者たちが「これは私にどんな犠牲を強いるだろうか」と尋ねるのをやめ、「これはどのようにキリストに栄光を帰すだろうか」と尋ね始めるとき、彼らは恐れから大胆さへと移ります。パウロの投獄は、その違いを明らかにし、恐れを確信に根ざした勇気へと変えました。
なぜこれが重要なのか
パウロの投獄は、キリストにある勇気が状況から生まれるのではなく、確信から生まれることを、すべての信者に思い起こさせます。一人のクリスチャンが忠実に苦難に耐えるとき、キリストのからだ全体がより強くなります。恐れは人を孤立させますが、勇気は人を一つにします。どの世代においても、試練の中で忠実な者が示す証しは、福音への確信を再び燃え立たせる火花となります。パウロのように、逆境における私たちの力は、私たちの言葉よりも雄弁に語り、キリストの力が完成されるのは安楽の中ではなく、揺るぎない忍耐の中であることを証明します。
